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環 境 月 間
左から、そっくりさんの深谷東クラブ 向井PP様、髙丹ガバナー、ＲＩ会長代理 井原 實様、そっくりさんの深谷東クラブ 鵜飼PP様
渋沢栄一真筆の絹本横額「和気満堂」和やかな雰囲気が部屋いっぱいに満ち満ちているとの意



　本年３月16日・17日と深谷グランドホテルと深谷市民文化会館で開催されました。

　第一日目は、ポールハリスソサイアティ（PHS）の認証式では新たに９人の方々が認証されました。
今回が初めての認証式でしたが、次年度以降引き続きより多くの方々に参加していただけるようにし
ていきたいものです。
　同日の本会議では、各種委員会で選挙人による討議が行われ、第７号議案・第８号議案がこの後の
採決で承認されました。
　さて、ＲＩ会長代理に井原實様・令夫人淑子様をお迎えしてのＲＩ会長代理晩餐会が盛大に行われ
ました。ソプラノ歌手の永井美加様の司会で世界遺産富岡製糸場物語との演題で、40分のトリオ・
アンファリアによる素晴らしい演奏がありました。その後、来賓紹介で、８名の同期ガバナーが紹介
され全国各地から応援に駆けつけていただきました。ジャズバンドのオカッパファンクのビートの利
いたJazzで会場は大いに盛り上がりました。参加された来賓の皆様も、地区内クラブの皆様方も楽
しんでいただけました。
　第二日目も暖かな春日和に恵まれ、会場の深谷市民文化会館のある城址公園には多くの屋台や舞台
も設けられ、お昼ごろには多くの市民も「深谷博覧会」に来場され、ロータリアンと市民とで大変賑
やかでお祭りのようでした。小学校や中学校生徒による吹奏楽や合唱も披露され、さらに澁澤栄一翁

（アンドロイド）の歓迎スピーチで本会議の幕が開きました。
　私は大会テーマを『ロータリー理念と澁澤栄一思想を学ぼう』とし、来る７月３日に新一万円札発
行のこの機会に、双方の考え方の類似点を学ぶ地区大会にしよう！との呼びかけがありました。また、

「新世代の集い」と称してこれからの未来を託せる若者の育成と支援を、今後も2570地区の行動方
針として継続していくことを力強く宣言しました。そのことが世界平和への願いに繋がることを訴え
ていました。
　「Create hope in the world」そして「Magic of Rotary」とロータリアンの「いいことをしよう」
との方針を参加者みんなで確認できた地区大会になったと思います。「澁澤栄一思想を学ぼう」との
この機会に、会場を埋め尽くしたロータリー会員と深谷市民はなぜか一体感を感じて会場をあとにし
たように思えます。

　最後になりますが、大野埼玉県知事、小島深谷市長、村岡深谷商工会議所会頭はじめ遠方からはせ
参じてくれた同期ガバナーの方々、当地区のパーストガバナーと、令夫人の皆様、姉妹クラブの富岡
クラブの皆様、そして他地区の応援していただいた関係各位と多くの皆様にご参加いただき有難うご
ざいました。何はともあれ、地区内クラブの会員の皆様の多くのご来場がこの大会を盛り上げていた
だきました。そして最後まで熱心に参加いただき有難うございました。
　深谷ロータリークラブ・市内のコホストクラブの皆様のご尽力の賜物です!!

ガバナーメッセージ

髙丹　秀篤

2023-2024年度国際ロータリー
第2570地区ガバナー

（深谷RC）

国際ロータリー第2570地区

　　地区大会を終えて
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　2024年２月17日㈯、国立女性教育会館（ヌエック）で、ロータリー・リーダーシップ研究会（Ｒ

ＬＩ）パートⅢが、ＰＤＧ坂本元彦ＲＬＩ日本支部地区代表ファシリテーターの点鐘、ＰＤＧ相原茂

吉地区ラーニングファシリテーターの挨拶により開催されました。

　37名の参加者と15名のファシリテーター（ＦＴ・旧称ディスカッションリーダー）が、パートⅢ「私

のロータリーの旅」をテーマに、次の６つのセッションについてディスカッションを行いました。

１．ロータリーの機会
２．効果的なリーダーシップ戦略
３．ロータリー財団Ⅲ：国際奉仕
４．公共イメージと広報
５．規定審議会・決議審議会
６．変化をもたらす
　参加者は、６～７名のクラスに分かれ、２～３

名のＦＴの下、それぞれの意見を対話形式でディ

スカッションしました。

矢島　淳一
ラーニング委員会

ロータリー・リーダーシップ研究会・パートⅢ
開催報告

（本庄RC）ＲＬＩ担当委員長
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　パートⅢは、パートⅠからの一連の学習の中で目指す「ロータリアンとしての成長とロータリー観

の確立」の仕上げとなります。

　３回目となる参加者には、最終回に対する期待も感じられ、ＦＴも身の引き締まる思いでした。ディ

スカッションが始まると、参加者は「私のロータリーの旅」の各テーマについて、人の意見を聞き、

それに対する自発的な発言をされていました。入会数か月から35年の多様な参加者は、それぞれの

立場で、各テーマについて明確にロータリーに対する想いを持ち、リーダーとしての自覚を持たれて

いると感じました。

　ある「５年ぶり２回目」という参加者の方は、「ロータリーは変化しているので、以前のテキスト

と比べても内容が新鮮だ」と仰ってました。「私のロータリーの旅」は、変化を重ねながら続いてい

くものと感じました。

　よく晴れた土曜日の早朝に、委員とＦＴが集合し、９時に登録を開始。第６時限が終り、相原地区

ラーニングＦＴによる講評と閉会点鐘がなされた午後４時45分過ぎは、外はまだ明るく、日が伸び

たことを感じました。

　３回に渡る長いカリキュラムを終了した参加者の皆様、お疲れさまでした。

　４月13日㈯には、「ファシリテーター養成セミナー」が開催されます。参加者の皆様には、ＦＴとなっ

てロータリーの旅を続けていただきたいと思います。皆様に劣らず勉強させていただけるのは、他な

らぬＦＴではないかと思っております。

ＰＤＧ 坂本元彦ＲＬＩ日本支部地区代表ＦＴ・PDG 相原茂吉地区ラーニングＦＴ
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　２月18日㈰、第２回会員増強セミナーがガーデンホテル紫雲閣で開催されました。各クラブの会

長・会員増強委員長が参加されました。

　茂木正副ガバナーの開会点鐘後、同副ガバナー　相原茂吉地区研修ファシリテーター両名から挨拶

をいただきました。

　次に増強委員長・山本庄一からセミナーの趣旨説明・会員増強の現況　入会３年未満のアンケート

結果の報告がありました。

　その後加藤玄静ＰＧから「あなたのクラブは元気ですか～会員の維持、会員の勧誘～」というタイ

トルで基調講演をいただきました。

　ご自身の体験談を交えて、具体的な会員維持、増強、勧誘　会長の時間の重要性、ロータリーの一

歩は研修からを力説され、何度も壇上から会員席まで近づき参加ロータリアンの本音を聞き出してお

られました。

　大変勉強になり参加者全員が　明日から即実践できる内容でした。

　第２部は各クラブの増強の現状報告、研修の内容等の報告をマイクリレーで発表していただきまし

た。各２分の短い時間の中で各クラブの状況がわかり参考になりました。

　その後　深谷東RC　志木RC　川越西RC（３クラブとも際立って戦略的に会員増強を成功してい

る）から増強戦略　計画　リストアップ　新人研修などの具体例を報告していただきました。

　最後に相原茂吉研修ファシリテーター講評をいただき、増強の機運が益々上がりました。

　増強とは理屈でない熱意だ‼ まさに実感したセミナーでした。

第２回会員増強セミナー

山本　庄一
会員増強委員会

（川越小江戸RC）委員長
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　去る３月２日土曜日13時開会から国立女性教育会館においてロータリー財団委員会における補助

金管理セミナーが行われました。

　このセミナーは次年度補助金を申請する上で大変重要なセミナーでありますので多くのクラブから

の登録がありました。まず髙丹ガバナー、五十幡ガバナーエレクトより各クラブ、個人での寄付の重

要性や奉仕活動についての意義が話されました。その後、茂木ロータリー財団委員会統轄委員長より

セミナー主旨説明が行われました。

　その後、寄付認証バナー及び完感謝状の贈呈が髙丹ガバナーからあり受賞された方々と写真撮影が

行われました。

　次に、次年度寄付目標と認証についての説明、本年度のDDFの利用報告並びに次年度補助金申請

についての説明、本年度の地区補助金についての提出についての説明、最後にロータリーとポリオウィ

ルスの関りについての説明がありました。

　休憩をとり、2020－2021年度派遣 グローバル補助金奨学生の岩瀬風香さんの帰国報告を受け、

2024－2025年度派遣 グローバル補助金奨学候補生の石塚あすりさんの自己紹介がありました。次

年度は申請方法などが変更するので参加者された各クラブの関係者は熱心に受講しており申請に方法

ついての意見も出ており大変有意義なセミナーでした。

補助金管理セミナー

栗原　雄一
ロータリー財団委員会

（川越RC）　資金推進委員会委員
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　2011年３月11日14時46分大地震が東北地方を襲いました。あれ
から13年。死者と行方不明者は、２万2222人にのぼります。この東
日本大震災で両親または片親を亡くした子どもたちに、大学や短大、
専門学校への進学をあきらめないでほしいという思いから「ロータ
リー希望の風奨学金制度」が立ち上げられました。入学から卒業まで

毎月５万円を継続して給付し、返還を求めない奨学金制度です。2011年に生まれた子どもたちが大
学を卒業する2033年までの期間限定の継続事業です。
　毎月460万円の奨学金が支給されています。残り９年間「ロータリー希望の風奨学金制度」を遂行
するために、募金運動が続けられています。
　東日本大震災の１日前、３月10日㈰「希望の風チャリティー講演会」が「甦れ2570プロジェクト
委員会」主催で開催されました。ロータリアンは勿論、ロータリアン以外にも参加が呼び掛けられま
した。講師には、岩手県一関出身で埼玉県警に勤務された経験を活かして、テレビコメンテーターと
して幅広くご活躍をされている「佐々木成三氏」にお願いしました。
　講演会が始まる前には「希望の風奨学金」を実際に使って進学、卒業した人からのお礼の手紙の映
像が紹介されました。「希望の風奨学金」の事を初めて知った人たちからは「すごいですね」「返金な
しなんですね。頑張ってください」と応援のコメントを頂きました。
　13時30分開会に先立ち、東日本大震災、能登半島大地震、世界で平和の為に亡くなられた方々の
ご冥福をお祈りし、黙祷を捧げました。その後、髙丹秀篤ガバナー挨拶、金井福則甦れ2570プロジェ
クト委員会リーダによる趣旨説明の後「佐々木成三氏」の講演となりました。テーマは「財産と命を
守る　防犯マニュアル」です。振り込め詐欺の手口、見破り方、自分自身で被害に合わないためのマ
ニュアルを分かりやすく、映像を通して講演して頂きました。会場の人たちは、真剣に耳を傾け聞き
入っていました。参加者の皆様からは、心のこもった募金を頂き「希望の風チャリティー講演会」を
終えました。
　甦れ2570プロジェクト委員会主催の事業も、残すところ後１つとなりました。是非とも、大勢の
方々にきて頂きたいと思っています。
　2024年　５月19日㈰「希望
の風チャリティーノスタルジッ
クカーフェスター」を本庄総合
公園「春祭り」で開催致します。
　 今 回 の「 希 望 の 風 チ ャ リ
ティー講演会」と５月主催の「希
望の風チャリティーノスタル
ジックカーフェスタ」での合計
募金額を「ロータリー希望の風
奨学金」に全額寄付する予定で
す。

五十嵐 敦子
甦れ2570プロジェクト委員会

（本庄RC）第２委員会委員長

希望の風チャリティー講演会
第５回甦れ2570プロジェクト
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表　彰
PHP  ポール・ハリス・フェロー  MPHP  マルチプル・ポール・ハリス・フェロー  PHS  ポール・ハリス・ソサエティ
MD  メジャードナー               BF  ベネファクター                               米山  米山功労者　

米山M  米山功労者マルチプル     米山MD  米山功労者メジャー・ドナー　　　　  数字  表彰回数

新会員紹介 入 入会年月日　勤 勤務先　役 役職　生 生年月日　紹 紹介者

清水 雄一郎
 

寄　居

入 2024年2月7日
勤 株式会社 you auto
役 代表取締役
生 1969年3月19日
紹 吉野 泰久

中林 克彦
Katsuhiko Nakabayashi

深谷東

入 2023年10月6日
勤 ㈱中林商店
役 代表取締役
生 1975年8月3日
紹 村岡 敏弘

関口 真一
Shinichi Sekiguchi

深谷東

入 2024年1月12日
勤 ㈱エクステリア関口
役 代表取締役
生 1976年9月9日
紹 向井 正義

幡谷　玄秀

入間南

MPHP 2

田中　　悟

入間南

PHP 1

繁田　　光

入　間

MPHP 2

木下　　登

入　間

MPHP 1

齊藤　勇司

鶴ヶ島

PHS 4

田原　一郎

朝　霞

米山 4

山崎　一吉

朝　霞

米山 2

間中　康夫

川越中央

PHP 3

塩野 雄一郎
 

富士見

入 2024年2月2日
勤 ふじみ野駅西口郵便局
役 局長
生 1968年3月15日
紹 羽石 隆/尾崎 孝好

本田 光弘
Mitsuhiro Honda

新所沢

入 2024年3月5日
勤 ㈱テクノスタッフ
役 代表取締役
生 1972年5月22日
紹 篠塚 文雄

並木 俊樹
Toshiki Namiki

新所沢

入 2024年3月5日
勤 並木土地家屋調査士事務所
役 代表
生 1990年12月9日
紹 近藤 吉浩
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▪ 会員数（2024年2月）
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グ　
ル　
ー　
プ

クラブ名

会　　員　　数
２
０
２
３
年
初
７
月
１
日

２

月

末

対

年

初

増

減

１
月
末
女
性
会
員

M
y Rotary

登
録
率
％

第　
１

川越 100 101 1 4 45 
東松山 22 24 2 2 38 
小川 7 6 -1 2 0 
坂戸 28 28 0 1 20 
越生毛呂 10 9 -1 1 0 
川越小江戸 10 15 5 2 36 
川越西 24 26 2 4 36 
鶴ヶ島 30 30 0 3 67 
川越中央 23 23 0 1 17 
坂戸さつき 21 20 -1 3 20 
東松山むさし 39 38 -1 4 28 

小　　計 314 320 6 27 28 

第　
２

朝霞 21 23 2 2 50 
志木 41 49 8 4 47 
富士見 35 37 2 0 64 
新座 22 22 0 3 18 
和光 12 11 -1 3 45 
朝霞キャロット 10 10 0 0 35 
新座こぶし 8 9 1 3 44 

小　　計 149 161 12 15 43 

第　
３

入間 39 39 0 1 41 
所沢 58 62 4 5 22 
飯能 65 64 -1 1 10 
新所沢 17 17 0 2 35 
日高 20 20 0 3 35 
所沢西 35 39 4 4 31 
新狭山 18 18 0 0 78 
所沢東 49 47 -2 2 20 
入間南 39 38 -1 0 41 
所沢中央 18 19 1 2 79 
狭山中央 19 19 0 5 32 

小　　計 377 382 5 25 38 

第　
４

深谷 58 58 0 13 45 
本庄 92 93 1 7 37 
秩父 48 53 5 1 36 
寄居 33 36 3 0 11 
児玉 2 2 0 0 0 
岡部 16 17 1 2 63 
深谷東 63 70 7 0 35 
川本 6 6 0 0 17 
皆野・長瀞 6 8 2 0 25 
2570パスポート 2 2 0 1 100 
深谷ノース 25 25 0 2 48 

小　　計 351 370 19 26 38 

第　
５

熊谷 95 98 3 4 49 
行田 55 56 1 6 12 
羽生 40 42 2 3 7 
加須 21 23 2 0 9 
熊谷西 8 8 0 0 13 
行田さくら 51 53 2 2 75 
熊谷東 20 19 -1 1 20 
吹上 6 6 0 1 67 
熊谷籠原 27 29 2 0 38 
熊谷南 28 27 -1 2 36 

小　　計 351 361 10 19 33 

地区 合　　計 1,542 1,594 52 112 36 

日　時 担当委員会名 内　容 開催場所

４
月

7日㈰ 米山記念奨学委員会 オリエンテーション アルカーサル川越迎賓館

13日㈯ ロータリー財団委員会 第４回オリエンテーション 坂戸市文化施設オルモ

13日㈯ RLI担当委員会 ファシリテーター養成セミナー 嵐山女性教育会館

14日㈰ 青少年奉仕委員会 候補生対象危機管理セミナー 国立女性教育会館

５
月

11日㈯
～

12日㈰
青少年奉仕委員会 全国青少年交換研究会参加 山形県天童市

14日㈫ ロータリー財団委員会 埼玉県知事表敬訪問 埼玉県知事公館

18日㈯ ロータリー財団委員会 「Ｒ財団奨学生」
選考試験・選考会議 坂戸市文化施設オルモ

▪ スケジュール
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